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ここでは、年金制度を含めた長寿社会における様々な不安に対する準備状況について、捉えている。 

１． 老後保障 

 老後資産形成 

①何歳まで生きると思うか 

何歳まで生きると思うかを捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたは何歳まで生きると思いますか。 

         歳 

 

【何歳まで生きると思うか】 

 以下の年齢帯に分類 

１ 69歳以下 

２ 70歳代 

３ 80歳代 

４ 90歳代 

５ 100歳以上 

 
 

その結果、「80歳代」が48.5％と最も多く、次いで、「90歳代」が28.1％となっている。「70歳代」

（7.0％）、「100歳以上」（6.0％）は1割に満たなかった。 

平均をみると、86.2歳となっている。（図表Ⅵ－１） 

<図表 Ⅵ-1> 何歳まで生きると思うか 
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生きると
思うか

平均（歳）
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7.0 48.5 28.1 6.0 10.1
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（N：2,084）

69歳以下 70歳代 80歳代 90歳代 100歳以上 無回答

第VI章 生活保障意識 
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性別にみると、「70 歳代」「100 歳以上」は男性の方が女性より高くなっている。一方、「90 歳代」

は女性が男性より高くなっている。ただし、平均をみると、男性が86.0歳、女性が86.5歳で、性別

での大きな差はみられない。 

年齢別にみると、「69歳以下」は60～64歳で、「70歳代」は60～69歳の層で、「80歳代」は65～79

歳の層で、「90歳代」は80歳以上の層で、「100歳以上」は85歳以上の層で、それぞれ高くなってい

る。 

平均をみると、高い年齢層になるほど高くなっている傾向がみられる。（図表Ⅵ－２） 

<図表 Ⅵ-2> 何歳まで生きると思うか〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

客観的健康状態別にみると、「69歳以下」「70歳代」は差し支えあり層で、「80歳代」はほんの少し

差し支えあり層で、それぞれ高くなっている。また、「100歳以上」は、大いに差し支えあり層で高く

なっている。 

平均をみると、大いに差し支えあり層で89.0歳と高くなっている。（図表Ⅵ－３） 

<図表 Ⅵ-3> 何歳まで生きると思うか〔客観的健康状態別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

Ｎ 69歳以下 70歳代 80歳代 90歳代
100歳
以上

無回答

何
歳
ま
で
生
き

る
と
思
う
か

平
均
（

歳
）

2,084 0.4　 7.0　 48.5　 28.1　 6.0　 10.1　 86.2　

差 し 支 え な し 858 0.1　 5.8　 48.1　 30.3　 5.9　 9.7　 86.7  

ほんの少し差し支えあり 689 0.4　 6.8　 53.1　 26.9　 5.1　 7.7▲ 85.8  

差 し 支 え あ り 348 1.1　 10.6　 46.8　 24.4　 4.9　 12.1　 85.0▲

大 い に 差 し 支 え あ り 139 -  5.0　 34.5▲ 30.9　 13.7　 15.8　 89.0　

全 体

客
観
的
健
康

状
態
別

（単位：％）

Ｎ 69歳以下 70歳代 80歳代 90歳代
100歳
以上

無回答

何
歳
ま
で
生
き

る
と
思
う
か

平
均
（

歳
）

2,084 0.4　 7.0　 48.5　 28.1　 6.0　 10.1　 86.2  

男 性 996 0.4　 8.5　 49.8　 25.5▲ 7.0　 8.7▲ 86.0  

女 性 1,088 0.4　 5.5▲ 47.2　 30.5　 5.0▲ 11.4　 86.5  

60 ～ 64 歳 380 1.6　 15.8　 52.9　 18.9▲ 5.3　 5.5▲ 83.6▲

65 ～ 69 歳 400 0.5　 14.8　 54.8　 20.0▲ 1.8▲ 8.3　 83.2▲

70 ～ 74 歳 463 -  4.1▲ 57.5　 23.8▲ 5.2　 9.5　 85.7  

75 ～ 79 歳 369 -  1.9▲ 57.7　 25.2　 6.0　 9.2　 87.0　

80 ～ 84 歳 273 -  -  35.9▲ 41.4　 6.2　 16.5　 89.6　

85 ～ 89 歳 141 -  -  9.2▲ 63.1　 12.1　 15.6　 93.0　

90 歳 以 上 58 -  -  -  50.0　 29.3　 20.7　 97.0　

全 体

性
別

本
人
年
齢
別
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②老後資産に係る不安 

老後資産に係る不安を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたは退職後の生活資金に不安がありますか。 

１ とても不安 

２ どちらかといえば不安 

３ あまり不安ではない 

４ 不安ではない 

 

 

その結果、「不安感あり」（“とても不安”と“どちらかといえば不安”の回答の合計）は60.6％で、

「不安感なし」（“あまり不安ではない”と“不安ではない”の回答の合計）の37.7％を大きく上回っ

ている。 

前回と比較すると、「とても不安」が2.9ポイント増加している。（図表Ⅵ－４） 

<図表 Ⅵ-4> 老後資産に係る不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
性別にみると、「不安感なし」のうち「不安ではない」は、男性の方が女性より高くなっている。 

年齢別にみると、「不安感あり」は60～69歳の層で7割弱と高く、高い年齢層ほど低くなっている

傾向がみられる。逆に、「不安感なし」は、高い年齢層ほど高くなり、85 歳以上の層で 5 割を超えて

いる。（図表Ⅵ－５） 

<図表 Ⅵ-5> 老後資産に係る不安〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.6

16.7

41.0

41.8

27.7

29.8

10.0

8.7

1.7

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年

（N：2,084）

2020年

（N：2,083）

とても不安 どちらかと

いえば不安

あまり不安

ではない

不安ではない 無回答

(60.6) (37.7)

(58.5) (38.5)

不安感あり 不安感なし

（単位：％）

Ｎ

と
て
も
不
安

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
安

不
安
感
あ
り

不
安
感
な
し

あ
ま
り
不
安

で
は
な
い

不
安
で
は

な
い

無
回
答

2,084 19.6　 41.0　 60.6　 37.7　 27.7　 10.0　 1.7　

男 性 996 19.0　 39.9　 58.8　 39.4　 28.0　 11.3　 1.8　

女 性 1,088 20.2　 42.0　 62.2　 36.1　 27.4　 8.7▲ 1.7　

60 ～ 64 歳 380 25.5　 42.6　 68.2　 30.8▲ 25.0　 5.8▲ 1.1　

65 ～ 69 歳 400 25.8　 43.5　 69.3　 29.3▲ 22.0▲ 7.3▲ 1.5　

70 ～ 74 歳 463 17.5　 43.6　 61.1　 37.4　 27.6　 9.7　 1.5　

75 ～ 79 歳 369 18.2　 41.2　 59.3　 39.3　 28.2　 11.1　 1.4　

80 ～ 84 歳 273 16.5　 36.6　 53.1▲ 45.1　 34.1　 11.0　 1.8　

85 ～ 89 歳 141 7.8▲ 31.2▲ 39.0▲ 55.3　 38.3　 17.0　 5.7　

90 歳 以 上 58 8.6▲ 34.5　 43.1▲ 55.2　 25.9　 29.3　 1.7　

全 体

性
別

本
人
年
齢
別
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世帯年収別にみると、「不安感なし」は500～700万円未満層で高くなっている。「不安感あり」のう

ち「どちらかといえば不安」は300～500万円未満層で高くなっている。（図表Ⅵ－６） 

<図表 Ⅵ-6> 老後資産に係る不安〔世帯年収別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

Ｎ

と
て
も
不
安

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
安

不
安
感
あ
り

不
安
感
な
し

あ
ま
り
不
安

で
は
な
い

不
安
で
は

な
い

無
回
答

2,084 19.6　 41.0　 60.6　 37.7　 27.7　 10.0　 1.7　

100 万 円 未 満 52 19.2　 42.3　 61.5　 38.5　 26.9　 11.5　 -  

100 ～ 300 万 円 未 満 329 21.6　 37.4　 59.0　 40.1　 28.6　 11.6　 0.9　

300 ～ 500 万 円 未 満 328 16.5　 46.0　 62.5　 36.3　 28.0　 8.2　 1.2　

500 ～ 700 万 円 未 満 118 16.9　 35.6　 52.5　 46.6　 35.6　 11.0　 0.8　

700 ～ 1,000 万 円 未 満 65 24.6　 41.5　 66.2　 33.8　 27.7　 6.2　 -  

1,000 ～ 1,500 万円 未満 39 5.1▲ 17.9▲ 23.1▲ 76.9　 59.0　 17.9　 -  

1,500 ～ 2,000 万円 未満 8 -  25.0　 25.0▲ 75.0　 25.0　 50.0　 -  

2,000 万 円 以 上 8 -  25.0　 25.0▲ 62.5　 25.0　 37.5　 12.5　

全 体

世
帯
年
収
別
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③老後資産形成の私的準備状況 

老後資産形成の私的準備状況を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたは退職後の生活資金形成のための経済的な準備をしていますか（してきましたか）。準備方法として活用し

たことがあるものを、この中からすべてお答えください。（〇はいくつでも） 

 １ 預貯金 

２ 生命保険（個人年金・終身保険） 

３ ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度） 

４ ｉＤｅＣｏ（個人型確定拠出年金） 

５ ＮＩＳＡ・ｉＤｅＣｏ以外の株式・債券等の有価証券 

６ 不動産の売却や賃貸 

７ その他 

８ 準備していない 

 

 

その結果、「準備している」が80.0％となっている。具体的な準備状況としては、「預貯金」が70.5％

と最も多く、次いで、「生命保険（個人年金・終身保険）」が 51.2％と 5 割以上となっている。以下、

「ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）」が13.5％、「不動産の売却や賃貸」が9.3％、「ＮＩＳＡ・ｉＤｅ

Ｃｏ以外の株式・債券等の有価証券」が9.1％の順になっている。 

「準備していない」は17.6％にとどまる。 

前回と比較すると、「預貯金」「ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）」「不動産の売却や賃貸」「ＮＩＳＡ・

ｉＤｅＣｏ以外の株式・債券等の有価証券」は、いずれも増加している。（図表Ⅵ－７） 

<図表 Ⅵ-7> 老後資産形成の私的準備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

預貯金

生命保険（個人年金・終身保険）

ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）

不動産の売却や賃貸

ＮＩＳＡ・ｉＤｅＣｏ以外の株式
・債券等の有価証券

ｉＤｅＣｏ（個人型確定拠出年金）

その他

準備していない

無回答

70.5

51.2

13.5

9.3

9.1

2.7

1.6

17.6

2.4

66.4

51.3

10.2

7.5

7.4

2.4

0.9

17.4

3.5

0 20 40 60 80 100

（複数回答、単位：％）

準備している

2023年 80.0

2020年 79.1

2023年（N：2,084）

2020年（N：2,083）
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性別にみると、「準備している」は、女性の方が男性より高くなっている。具体的な準備としては、

「預貯金」「生命保険（個人年金・終身保険）」は、女性の方が男性より高くなっている。一方、「ＮＩ

ＳＡ（少額投資非課税制度）」「不動産の売却や賃貸」「ＮＩＳＡ・ｉＤｅＣｏ以外の株式・債券等の有

価証券」「ｉＤｅＣｏ（個人型確定拠出年金）」は、男性の方が女性を上回っている。 

年齢別にみると、「準備している」は、80～84歳で低くなっている。具体的な準備としては、「生命

保険（個人年金・終身保険）」は、高い年齢層ほど低くなっている傾向がみられる。「ＮＩＳＡ（少額

投資非課税制度）」「ｉＤｅＣｏ（個人型確定拠出年金）」は、60～64歳で高くなっている。（図表Ⅵ－

８） 

<図表 Ⅵ-8> 老後資産形成の私的準備状況〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯年収別にみると、「準備している」は、300～500万円未満層で高くなっている。「準備していな

い」は、300万円未満の層で高く2割台となっている。 

具体的な準備としては、「預貯金」「生命保険（個人年金・終身保険）」は300～700万円未満の層で、

「ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）」は300～1,000万円未満の層で、「不動産の売却や賃貸」は500～

1,000万円未満の層で、それぞれ高くなっている。「ＮＩＳＡ・ｉＤｅＣｏ以外の株式・債券等の有価

証券」は、高年収層ほど高くなっている傾向がみられる。（図表Ⅵ－９） 

<図表 Ⅵ-9> 老後資産形成の私的準備状況〔世帯年収別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（複数回答、単位：％）

Ｎ

預
貯
金

生
命
保
険
（

個
人
年

金
・
終
身
保
険
）

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（

少
額
投
資

非
課
税
制
度
）

不
動
産
の
売
却
や
賃
貸

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
以
外
の
株
式
・
債
券

等
の
有
価
証
券

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
（

個
人
型

確
定
拠
出
年
金
）

そ
の
他

準
備
し
て
い
る

準
備
し
て
い
な
い

無
回
答

2,084 70.5　 51.2　 13.5　 9.3　 9.1　 2.7　 1.6　 80.0　 17.6　 2.4　

男 性 996 66.7▲ 47.8▲ 15.5　 12.0　 11.9　 4.3　 1.8　 77.7▲ 20.1　 2.2　

女 性 1,088 74.1　 54.2　 11.8▲ 6.8▲ 6.4▲ 1.3▲ 1.5　 82.2　 15.3▲ 2.6　

60 ～ 64 歳 380 71.6　 55.0　 20.3　 7.6　 10.5　 6.3　 2.6　 83.2　 15.8　 1.1　

65 ～ 69 歳 400 71.3　 53.8　 16.3　 8.5　 9.8　 2.8　 1.0　 81.3　 17.5　 1.3　

70 ～ 74 歳 463 71.9　 53.8　 11.4　 10.8　 7.6　 2.4　 1.5　 80.6　 17.5　 1.9　

75 ～ 79 歳 369 67.5　 54.2　 10.8　 10.3　 10.6　 1.9　 1.1　 79.1　 17.9　 3.0　

80 ～ 84 歳 273 68.9　 44.3▲ 10.3　 8.1　 8.4　 0.7▲ 2.2　 75.5▲ 20.9　 3.7　

85 ～ 89 歳 141 70.2　 39.0▲ 10.6　 11.3　 7.8　 1.4　 2.1　 78.0　 16.3　 5.7　

90 歳 以 上 58 75.9　 29.3▲ 6.9　 8.6　 3.4　 -  -  79.3　 15.5　 5.2　

全 体

性
別

本
人
年
齢
別

（複数回答、単位：％）

Ｎ

預
貯
金

生
命
保
険
（

個
人
年

金
・
終
身
保
険
）

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（

少
額
投
資

非
課
税
制
度
）

不
動
産
の
売
却
や
賃
貸

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
以
外
の
株
式
・
債
券

等
の
有
価
証
券

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
（

個
人
型

確
定
拠
出
年
金
）

そ
の
他

準
備
し
て
い
る

準
備
し
て
い
な
い

無
回
答

2,084 70.5　 51.2　 13.5　 9.3　 9.1　 2.7　 1.6　 80.0　 17.6　 2.4　

100 万 円 未 満 52 57.7▲ 42.3　 3.8▲ 3.8　 -  -  -  71.2　 28.8　 -  

100 ～ 300 万 円 未 満 329 66.6　 45.3▲ 8.8▲ 7.9　 5.2▲ 0.6▲ 2.1　 76.3　 21.9　 1.8　

300 ～ 500 万 円 未 満 328 78.7　 62.2　 17.7　 7.6　 11.9　 0.9▲ 0.9　 88.7　 10.7▲ 0.6▲

500 ～ 700 万 円 未 満 118 81.4　 66.1　 25.4　 14.4　 14.4　 3.4　 0.8　 85.6　 13.6　 0.8　

700 ～ 1,000 万 円 未 満 65 80.0　 63.1　 29.2　 23.1　 18.5　 6.2　 1.5　 87.7　 10.8　 1.5　

1,000 ～ 1,500 万円 未満 39 82.1　 51.3　 20.5　 25.6　 33.3　 10.3　 2.6　 94.9　 2.6▲ 2.6　

1,500 ～ 2,000 万円 未満 8 87.5　 62.5　 25.0　 12.5　 37.5　 25.0　 -  87.5　 12.5　 -  

2,000 万 円 以 上 8 62.5　 25.0　 25.0　 12.5　 37.5　 -  -  75.0　 12.5　 12.5　

全 体

世
帯
年
収
別
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 公的年金 

①公的年金受給開始年齢についての認知 

公的年金受給開始年齢を自由に選べることについての認知を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたは公的年金の受給開始年齢を自由に選んで良いことを知っていますか。 

 １ 知っている ２ 知らない 

 
 

その結果、「知っている」が87.3％を占めており、「知らない」は11.9％となっている。 

前回と比較すると、「知っている」が3.5ポイント増加し、「知らない」が2.2ポイント減少してい

る。（図表Ⅵ－10） 

<図表 Ⅵ-10> 公的年金受給開始年齢についての認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、特に差はみられない。 

年齢別にみると、「知っている」は 60～74 歳の層で 9割台と高く、80歳以上の層で 6～7割台と低

くなっており、高い年齢層ほど認知度は低くなっている傾向がみられる。（図表Ⅵ－11） 

<図表 Ⅵ-11> 公的年金受給開始年齢についての認知〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

87.3

83.8

11.9

14.1

0.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年

（N：2,084）

2020年

（N：2,083）

知っている 知らない 無回答

（単位：％）

Ｎ

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

2,084 87.3　 11.9　 0.8　

男 性 996 88.3　 11.1　 0.6　

女 性 1,088 86.4　 12.7　 0.9　

60 ～ 64 歳 380 91.1　 8.2▲ 0.8　

65 ～ 69 歳 400 94.5　 5.5▲ -  

70 ～ 74 歳 463 90.7　 9.1▲ 0.2　

75 ～ 79 歳 369 87.3　 12.2　 0.5　

80 ～ 84 歳 273 79.9▲ 18.7　 1.5　

85 ～ 89 歳 141 65.2▲ 31.9　 2.8　

90 歳 以 上 58 74.1▲ 22.4　 3.4　

全 体

性
別

本
人
年
齢
別
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本人の現在の職業別にみると、「知っている」は、常雇被用者で95.3％と高く、無職で85.6％と低

くなっている。（図表Ⅵ－12） 

<図表 Ⅵ-12> 公的年金受給開始年齢についての認知〔本人職業（現在）別〕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本人学歴別にみると、「知っている」は、短期大学、高等専門学校、専門学校で93.2％、大学で94.4％

と高くなっている。一方、小中学校では「知らない」が26.4％を占めている。（図表Ⅵ－13） 

<図表 Ⅵ-13> 公的年金受給開始年齢についての認知〔本人学歴別〕 

 

 
  

（単位：％）

Ｎ

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

2,084 87.3　 11.9　 0.8　

247 86.2　 12.6　 1.2　

29 86.2　 10.3　 3.4　

174 87.4　 12.1　 0.6　

44 81.8　 15.9　 2.3　

212 95.3　 4.7▲ -  

38 100.0　 -  -  

174 94.3　 5.7▲ -  

293 90.4　 9.2　 0.3　

48 95.8　 2.1▲ 2.1　

245 89.4　 10.6　 -  

1,285 85.6▲ 13.5　 0.9　

31 87.1　 12.9　 -  

全 体

本
人
職
業
（

現
在
）

別

自 営 者

農 林 漁 業

派遣社員・契約社員

パート・アルバイト

無 職

そ の 他

商 工 サ ー ビ ス 業

自 由 業

常 雇 被 用 者

公 務 員

民 間 企 業 被 用 者

非 正 規 社 員

（単位：％）

Ｎ

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

2,084 87.3　 11.9　 0.8　

小 中 学 校 322 73.3▲ 26.4　 0.3　

高 等 学 校 904 86.4　 12.4　 1.2　

短期大学、高等専門
学 校 、 専 門 学 校

369 93.2　 6.5▲ 0.3　

大 学 446 94.4　 4.9▲ 0.7　

大 学 院 修 士 課 程 24 91.7　 8.3　 -  

大 学 院 博 士 課 程 2 100.0　 -  -  

全 体

本
人
学
歴
別
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金融・保険知識量別にみると、「知っている」は、リテラシーが高い層ほど高く、リテラシー高、リ

テラシー中の層で、それぞれ 95.8％、91.7％となっている。一方、リテラシー低の層では、「知らな

い」が23.5％を占めている。（図表Ⅵ－14） 

<図表 Ⅵ-14> 公的年金受給開始年齢についての認知〔金融・保険知識量別〕 

 

 
  

（単位：％）

Ｎ

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

2,084 87.3　 11.9　 0.8　

リ テ ラ シ ー 高 286 95.8　 3.5▲ 0.7　

リ テ ラ シ ー 中 1,092 91.7　 8.0▲ 0.4▲

リ テ ラ シ ー 低 595 75.3▲ 23.5　 1.2　

全 体

金
融
・
保
険

知
識
量
別



―145― 

②公的年金受給の有無 

公的年金受給の有無を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたは、現在、公的年金を受け取っていますか。 

 １ 受け取っている ２ 受け取っていない 

 
 

その結果、「受け取っている」が 83.7％を占めており、「受け取っていない」は 15.8％となってい

る。 

前回と比較すると、「受け取っていない」が3.2ポイント増加している。（図表Ⅵ－15） 

<図表 Ⅵ-15> 公的年金受給の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、「受け取っている」は、女性の方が男性を上回っている。 

年齢別にみると、「受け取っている」は60～64歳で28.9％と低く、他の年齢層ではいずれも9割台

となっている。（図表Ⅵ－16） 

<図表 Ⅵ-16> 公的年金受給の有無〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.7

85.7

15.8

12.6

0.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年

（N：2,084）

2020年

（N：2,083）

受け取っている 受け取っていない 無回答

（単位：％）

Ｎ

受
け
取
っ

て

い
る

受
け
取
っ

て

い
な
い

無
回
答

2,084 83.7　 15.8　 0.5　

男 性 996 81.0▲ 18.5　 0.5　

女 性 1,088 86.1　 13.3▲ 0.6　

60 ～ 64 歳 380 28.9▲ 69.7　 1.3　

65 ～ 69 歳 400 90.3　 9.5▲ 0.3　

70 ～ 74 歳 463 97.6　 2.2▲ 0.2　

75 ～ 79 歳 369 97.0　 2.4▲ 0.5　

80 ～ 84 歳 273 98.2　 1.5▲ 0.4　

85 ～ 89 歳 141 97.9　 2.1▲ -  

90 歳 以 上 58 98.3　 -  1.7　

全 体

性
別

本
人
年
齢
別
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本人の現在の職業別にみると、「受け取っている」は無職が92.3％と高くなっている。一方、「受け

取っていない」は、常雇被用者で 51.4％と目立って高いほか、商工サービス業（22.4％）、非正規社

員（21.5％）でも高くなっている。（図表Ⅵ－17） 

<図表 Ⅵ-17> 公的年金受給の有無〔本人職業（現在）別〕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（単位：％）

Ｎ

受
け
取
っ

て

い
る

受
け
取
っ

て

い
な
い

無
回
答

2,084 83.7　 15.8　 0.5　

247 78.1▲ 21.5　 0.4　

29 96.6　 3.4　 -  

174 77.6▲ 22.4　 -  

44 68.2▲ 29.5　 2.3　

212 48.1▲ 51.4　 0.5　

38 52.6▲ 47.4　 -  

174 47.1▲ 52.3　 0.6　

293 77.8▲ 21.5　 0.7　

48 68.8▲ 29.2　 2.1　

245 79.6　 20.0　 0.4　

1,285 92.3　 7.2▲ 0.5　

31 61.3▲ 38.7　 -  

派遣社員・契約社員

パート・アルバイト

無 職

そ の 他

全 体

本
人
職
業
（

現
在
）

別

自 営 者

農 林 漁 業

商 工 サ ー ビ ス 業

自 由 業

常 雇 被 用 者

公 務 員

民 間 企 業 被 用 者

非 正 規 社 員
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③受給開始年齢を遅らせる場合の基準 

公的年金を受け取っていない者に、受給開始年齢を遅らせる場合の基準を捉えるため、以下のよう

に尋ねた。 

（前問で「受け取っていない」と答えた方へ）公的年金の受給開始年齢を遅らせると年金給付額が増額されます。

あなたは受給開始年齢を遅らせることを検討する際、何を基準にしますか。（なりそうですか）。この中からすべてお

答えください。（〇はいくつでも） 

 １ 仕事のやりがい ５ 年金給付額の増額幅 

２ 給与の水準 ６ その他 

３ 健康状態 ７ 受給開始年齢を遅らせるつもりはない 

４ 家族の収入 

 
 

その結果、「健康状態」が42.6％と最も多く、次いで、「年金給付額の増額幅」が38.3％、「給与の

水準」が 21.3％、「家族の収入」が 19.8％、「仕事のやりがい」が 19.5％の順となっている。また、

「受給開始年齢を遅らせるつもりはない」は24.0％となっている。（図表Ⅵ－18） 

<図表 Ⅵ-18> 受給開始年齢を遅らせる場合の基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 2023年調査から新たに追加している 

  

健康状態

年金給付額の増額幅

給与の水準

家族の収入

仕事のやりがい

その他

*受給開始年齢を遅らせるつもりはない

無回答

42.6

38.3

21.3

19.8

19.5

4.6

24.0

2.1

52.5

34.6

25.9

20.2

19.4

4.9

5.7

0 10 20 30 40 50 60

2023年（N：329）
2020年（N：263）

（複数回答、単位：％）
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性別にみると、「給与の水準」は、男性の方が女性より高くなっている。一方、「家族の収入」は女

性の方が男性を上回っている。（図表Ⅵ－19） 

<図表 Ⅵ-19> 受給開始年齢を遅らせる場合の基準〔性別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人の現在の職業別にみると、「給与の水準」は民間企業被用者で、「仕事のやりがい」は常雇被用

者で、「家族の収入」は無職で、それぞれ高くなっている。（図表Ⅵ－20） 

<図表 Ⅵ-20> 受給開始年齢を遅らせる場合の基準〔本人職業（現在）別〕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（複数回答、単位：％）

Ｎ

健
康
状
態

年
金
給
付
額
の

増
額
幅

給
与
の
水
準

家
族
の
収
入

仕
事
の
や
り
が

い そ
の
他

受
給
開
始
年
齢

を
遅
ら
せ
る
つ

も
り
は
な
い

無
回
答

329 42.6　 38.3　 21.3　 19.8　 19.5　 4.6　 24.0　 2.1　

53 34.0　 41.5　 24.5　 11.3　 26.4　 5.7　 20.8　 1.9　

1 -  100.0　 -  -  -  -  -  -  

39 35.9　 41.0　 30.8　 10.3　 25.6　 7.7　 23.1　 -  

13 30.8　 38.5　 7.7　 15.4　 30.8　 -  15.4　 7.7　

109 45.0　 44.0　 40.4　 14.7　 25.7　 1.8　 22.0　 -  

18 44.4　 44.4　 38.9　 16.7　 27.8　 5.6　 33.3　 -  

91 45.1　 44.0　 40.7　 14.3　 25.3　 1.1　 19.8　 -  

63 52.4　 44.4　 11.1▲ 25.4　 23.8　 1.6　 25.4　 1.6　

14 57.1　 57.1　 42.9　 14.3　 35.7　 -  28.6　 -  

49 51.0　 40.8　 2.0▲ 28.6　 20.4　 2.0　 24.5　 2.0　

92 34.8　 22.8▲ 3.3▲ 27.2　 3.3▲ 9.8　 28.3　 5.4　

12 66.7　 58.3　 25.0　 16.7　 33.3　 -  16.7　 -  

派遣社員・契約社員

パート・アルバイト

無 職

そ の 他

全 体

本
人
職
業
（

現
在
）

別

自 営 者

農 林 漁 業

商 工 サ ー ビ ス 業

自 由 業

常 雇 被 用 者

公 務 員

民 間 企 業 被 用 者

非 正 規 社 員

（複数回答、単位：％）

Ｎ

健
康
状
態

年
金
給
付
額
の

増
額
幅

給
与
の
水
準

家
族
の
収
入

仕
事
の
や
り
が

い そ
の
他

受
給
開
始
年
齢

を
遅
ら
せ
る
つ

も
り
は
な
い

無
回
答

329 42.6　 38.3　 21.3　 19.8　 19.5　 4.6　 24.0　 2.1　

男 性 184 42.4　 37.5　 27.2　 13.6▲ 21.7　 3.8　 25.5　 2.7　

女 性 145 42.8　 39.3　 13.8▲ 27.6　 16.6　 5.5　 22.1　 1.4　

全 体

性
別
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２． 医療保障 

 自分の病気・ケガに係る経済的不安 
自分の病気・ケガに係る経済的不安を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたはご自身の病気・ケガに経済的な不安がありますか。 

 １ とても不安 

 ２ どちらかといえば不安 

 ３ あまり不安ではない 

 ４ 不安ではない 

  

 

その結果、「不安感あり」（“とても不安”と“どちらかといえば不安”の回答の合計）は59.6％で、

「不安感なし」（“あまり不安ではない”と“不安ではない”の回答の合計）の39.7％を大きく上回っ

ている。 

前回と比較すると、「不安感なし」が3.1ポイント増加している。（図表Ⅵ－21） 

<図表 Ⅵ-21> 自分の病気・ケガに係る経済的不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.3

16.3

45.3

45.6

31.9

30.5

7.8

6.1

0.7

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年

（N：2,084）

2020年

（N：2,083）

とても不安 どちらかと

いえば不安

あまり不安

ではない

不安ではない 無回答

(59.6) (39.7)

(61.9) (36.6)

不安感あり 不安感なし
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性別にみると、特に差はみられない。 

年齢別にみると、「不安感あり」は、65～69歳で高くなっている。 

「不安感なし」のうち、「不安ではない」は、85～89歳で14.9％、90歳以上で24.1％と高くなって

いる。（図表Ⅵ－22） 

<図表 Ⅵ-22> 自分の病気・ケガに係る経済的不安〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯年収別にみると、「不安感あり」は、500～700万円未満層で低く、この層では「不安感なし」が

半数を占めている。また、「不安感あり」のうち、「とても不安」は100万円未満層で高くなっている。

（図表Ⅵ－23） 

<図表 Ⅵ-23> 自分の病気・ケガに係る経済的不安〔世帯年収別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

Ｎ

と
て
も
不
安

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
安

不
安
感
あ
り

不
安
感
な
し

あ
ま
り
不
安

で
は
な
い

不
安
で
は
な

い 無
回
答

2,084 14.3　 45.3　 59.6　 39.7　 31.9　 7.8　 0.7　

100 万 円 未 満 52 25.0　 40.4　 65.4　 34.6　 26.9　 7.7　 -  

100 ～ 300 万 円 未 満 329 16.4　 42.6　 59.0　 40.4　 31.9　 8.5　 0.6　

300 ～ 500 万 円 未 満 328 10.1▲ 49.7　 59.8　 39.3　 33.5　 5.8　 0.9　

500 ～ 700 万 円 未 満 118 9.3　 40.7　 50.0▲ 50.0　 42.4　 7.6　 -  

700 ～ 1,000 万 円 未 満 65 13.8　 44.6　 58.5　 41.5　 36.9　 4.6　 -  

1,000 ～ 1,500 万円 未満 39 -  20.5▲ 20.5▲ 79.5　 59.0　 20.5　 -  

1,500 ～ 2,000 万円 未満 8 -  25.0　 25.0▲ 75.0　 50.0　 25.0　 -  

2,000 万 円 以 上 8 -  12.5　 12.5▲ 87.5　 75.0　 12.5　 -  

全 体

世
帯
年
収
別

（単位：％）

Ｎ

と
て
も
不
安

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
安

不
安
感
あ
り

不
安
感
な
し

あ
ま
り
不
安

で
は
な
い

不
安
で
は
な

い 無
回
答

2,084 14.3　 45.3　 59.6　 39.7　 31.9　 7.8　 0.7　

男 性 996 15.1　 44.3　 59.3　 39.5　 32.5　 6.9　 1.2　

女 性 1,088 13.6　 46.2　 59.8　 39.9　 31.3　 8.5　 0.3▲

60 ～ 64 歳 380 12.9　 46.6　 59.5　 40.0　 34.2　 5.8　 0.5　

65 ～ 69 歳 400 17.5　 47.0　 64.5　 35.0▲ 31.5　 3.5▲ 0.5　

70 ～ 74 歳 463 12.5　 49.2　 61.8　 37.4　 29.8　 7.6　 0.9　

75 ～ 79 歳 369 12.2　 46.6　 58.8　 40.4　 30.9　 9.5　 0.8　

80 ～ 84 歳 273 16.8　 38.5▲ 55.3　 43.6　 35.9　 7.7　 1.1　

85 ～ 89 歳 141 15.6　 37.6　 53.2　 46.1　 31.2　 14.9　 0.7　

90 歳 以 上 58 13.8　 36.2　 50.0　 50.0　 25.9　 24.1　 -  

全 体

性
別

本
人
年
齢
別
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 医療保障の私的準備状況 
医療保障の準備状況を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたはご自身の病気・ケガに備えて、経済的な準備をしていますか（してきましたか）。準備方法として活用し

たことがあるものを、この中からすべてお答えください。（〇はいくつでも） 

 １ 預貯金 ５ 不動産の売却や賃貸 

２ 生命保険 ６ その他 

３ 損害保険 ７ 準備していない 

４ 共済   
 

 

その結果、「準備している」が87.2％となっている。具体的な準備状況としては、「預貯金」が65.3％

と最も多く、次いで、「生命保険」が63.9％、「損害保険」が23.3％、「共済」が15.5％の順となって

いる。 

前回と比較すると、「預貯金」が6.6ポイント増加している。（図表Ⅵ－24） 

<図表 Ⅵ-24> 医療保障の私的準備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

預貯金

生命保険

損害保険

共済

不動産の売却や賃貸

その他

準備していない

無回答

65.3

63.9

23.3

15.5

5.9

1.2

11.8

1.1

58.7

64.3

24.1

16.0

5.1

0.8

11.5

2.4

0 20 40 60 80 100

（複数回答、単位：％）

準備している

2023年 87.2

2020年 86.1

2023年（N：2,084）

2020年（N：2,083）
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性別にみると、「準備している」は、女性の方が男性より高くなっている。具体的な準備としては、

「預貯金」は、女性の方が男性より高くなっている。一方、「損害保険」「不動産の売却や賃貸」は、

男性の方が女性を上回っている。 

年齢別にみると、「準備している」は、85～89歳で低くなっている。具体的な準備としては、「預貯

金」がどの年齢層でも 60％以上であるのに対し、「生命保険」は高い年齢層ほど低くなっている。ま

た、「損害保険」「共済」は70～74歳で最も高く、以降、高い年齢層ほど低くなっている傾向がみられ

る。（図表Ⅵ－25） 

<図表 Ⅵ-25> 医療保障の私的準備状況〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯年収別にみると、「準備している」は、300～500 万円未満層で高くなっている。具体的な準備

としては、「預貯金」は300～700万円未満の層で、「生命保険」は300～1,000万円未満の層で、「損害

保険」は500～1,000万円未満の層で、「不動産の売却や賃貸」は500～700万円未満の層で、それぞれ

高くなっている。（図表Ⅵ－26） 

<図表 Ⅵ-26> 医療保障の私的準備状況〔世帯年収別〕 

 

 
  

（複数回答、単位：％）

Ｎ

預
貯
金

生
命
保
険

損
害
保
険

共
済

不
動
産
の
売
却
や

賃
貸

そ
の
他

準
備
し
て
い
る

準
備
し
て
い
な
い

無
回
答

2,084 65.3　 63.9　 23.3　 15.5　 5.9　 1.2　 87.2　 11.8　 1.1　

男 性 996 62.6▲ 63.9　 27.8　 17.0　 7.4　 1.8　 85.2▲ 13.5　 1.3　

女 性 1,088 67.7　 63.9　 19.2▲ 14.2　 4.4▲ 0.6▲ 89.0　 10.2▲ 0.8　

60 ～ 64 歳 380 61.3　 76.6　 22.4　 15.8　 5.0　 0.8　 89.7　 10.0　 0.3　

65 ～ 69 歳 400 64.3　 71.0　 24.5　 17.8　 4.3　 0.5　 88.0　 11.5　 0.5　

70 ～ 74 歳 463 65.9　 65.4　 29.8　 20.3　 6.7　 0.6　 87.7　 10.8　 1.5　

75 ～ 79 歳 369 66.4　 62.3　 23.8　 18.4　 7.3　 1.1　 88.9　 10.0　 1.1　

80 ～ 84 歳 273 67.4　 52.7▲ 18.7　 6.6▲ 4.8　 2.9　 85.0　 13.2　 1.8　

85 ～ 89 歳 141 66.0　 42.6▲ 14.9▲ 7.8▲ 7.1　 3.5　 78.7▲ 19.1　 2.1　

90 歳 以 上 58 74.1　 32.8▲ 8.6▲ 3.4▲ 8.6　 -  81.0　 19.0　 -  

全 体

性
別

本
人
年
齢
別

（複数回答、単位：％）

Ｎ

預
貯
金

生
命
保
険

損
害
保
険

共
済

不
動
産
の
売
却
や

賃
貸

そ
の
他

準
備
し
て
い
る

準
備
し
て
い
な
い

無
回
答

2,084 65.3　 63.9　 23.3　 15.5　 5.9　 1.2　 87.2　 11.8　 1.1　

100 万 円 未 満 52 55.8　 42.3▲ 9.6▲ 9.6　 -  1.9　 80.8　 19.2　 -  

100 ～ 300 万 円 未 満 329 60.8　 55.6▲ 16.7▲ 16.4　 4.9　 1.2　 84.5　 15.2　 0.3　

300 ～ 500 万 円 未 満 328 74.1　 71.6　 23.2　 15.5　 4.6　 1.2　 93.9　 5.5▲ 0.6　

500 ～ 700 万 円 未 満 118 74.6　 75.4　 38.1　 15.3　 11.0　 0.8　 90.7　 9.3　 -  

700 ～ 1,000 万 円 未 満 65 70.8　 75.4　 33.8　 21.5　 7.7　 1.5　 92.3　 7.7　 -  

1,000 ～ 1,500 万円 未満 39 82.1　 76.9　 41.0　 20.5　 25.6　 -  97.4　 2.6　 -  

1,500 ～ 2,000 万円 未満 8 87.5　 62.5　 37.5　 25.0　 12.5　 -  87.5　 12.5　 -  

2,000 万 円 以 上 8 62.5　 87.5　 50.0　 -  12.5　 -  87.5　 12.5　 -  

全 体

世
帯
年
収
別
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３． 介護保障 

 自分の介護 
①自分の介護の有無 

自分の介護の有無を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたは現在、介護を受けていますか。 

 １ 介護を受けている ２ 介護を受けていない 

 
 

その結果、「介護を受けている」は5.1％となっている。 

前回と比較すると、特に差はみられない。（図表Ⅵ－27） 

<図表 Ⅵ-27> 自分の介護の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、特に差はみられない。 

年齢別にみると、「介護を受けている」は高い年齢層ほど高くなり、85～89歳で17.7％、90歳以上

で31.0％となっている。（図表Ⅵ－28） 

<図表 Ⅵ-28> 自分の介護の有無〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.1

5.2

94.3

93.8

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年

（N：2,084）

2020年

（N：2,083）

介護を受けている 介護を受けていない 無回答

（単位：％）

Ｎ

介
護
を
受
け

て
い
る

介
護
を
受
け

て
い
な
い

無
回
答

2,084 5.1　 94.3　 0.6　

男 性 996 4.3　 94.9　 0.8　

女 性 1,088 5.9　 93.8　 0.4　

60 ～ 64 歳 380 0.5▲ 99.2　 0.3　

65 ～ 69 歳 400 1.8▲ 97.8　 0.5　

70 ～ 74 歳 463 2.4▲ 96.8　 0.9　

75 ～ 79 歳 369 4.1　 95.7　 0.3　

80 ～ 84 歳 273 10.6　 89.0▲ 0.4　

85 ～ 89 歳 141 17.7　 80.1▲ 2.1　

90 歳 以 上 58 31.0　 69.0▲ -  

全 体

性
別

本
人
年
齢
別
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世帯年収別にみると、「介護を受けている」は、100～300万円未満層で9.4％と高くなっている。（図

表Ⅵ－29） 

<図表 Ⅵ-29> 自分の介護の有無〔世帯年収別〕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（単位：％）

Ｎ

介
護
を
受
け

て
い
る

介
護
を
受
け

て
い
な
い

無
回
答

2,084 5.1　 94.3　 0.6　

100 万 円 未 満 52 7.7　 92.3　 -  

100 ～ 300 万 円 未 満 329 9.4　 90.0▲ 0.6　

300 ～ 500 万 円 未 満 328 2.1▲ 97.3　 0.6　

500 ～ 700 万 円 未 満 118 2.5　 97.5　 -  

700 ～ 1,000 万 円 未 満 65 1.5　 98.5　 -  

1,000 ～ 1,500 万円 未満 39 -  100.0　 -  

1,500 ～ 2,000 万円 未満 8 -  100.0　 -  

2,000 万 円 以 上 8 -  100.0　 -  

全 体

世
帯
年
収
別
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②自分が要介護状態になることへの経済的不安 

介護を受けていない者に、自分が要介護状態になることへの経済的不安を捉えるため、以下のよう

に尋ねた。 

（前問で「介護を受けていない」と答えた方へ）あなたはご自身が要介護状態になることに経済的な不安がありま

すか。 

 １ とても不安 

 ２ どちらかといえば不安 

 ３ あまり不安ではない 

 ４ 不安ではない 

  

 

その結果、「不安感あり」（“とても不安”と“どちらかといえば不安”の回答の合計）は65.9％で、

「不安感なし」（“あまり不安ではない”と“不安ではない”の回答の合計）の33.1％を大きく上回っ

ている。 

前回と比較すると、特に差はみられない。（図表Ⅵ－30） 

<図表 Ⅵ-30> 自分が要介護状態になることへの経済的不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、特に差はみられない。 

年齢別にみると、「不安感あり」は60～69歳の層で7割台と高く、高い年齢層ほど低くなっている

傾向がみられる。逆に、「不安感なし」は80～89歳の層で4割台と高くなっている。（図表Ⅵ－31） 

<図表 Ⅵ-31> 自分が要介護状態になることへの経済的不安〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.0

18.7

47.9

48.2

26.8

27.0

6.4

5.4

1.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年

（N：1,965）

2020年

（N：1,954）

とても不安 どちらかと

いえば不安

あまり不安

ではない

不安ではない 無回答

(65.9) (33.1)

(66.9) (32.3)

不安感あり 不安感なし

（単位：％）

Ｎ

と
て
も
不
安

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
安

不
安
感
あ
り

不
安
感
な
し

あ
ま
り
不
安

で
は
な
い

不
安
で
は
な

い 無
回
答

1,965 18.0　 47.9　 65.9　 33.1　 26.8　 6.4　 1.0　

男 性 945 17.9　 46.0　 63.9　 35.1　 28.1　 7.0　 1.0　

女 性 1,020 18.0　 49.7　 67.7　 31.3　 25.5　 5.8　 1.0　

60 ～ 64 歳 377 18.0　 56.2　 74.3　 25.2▲ 21.0▲ 4.2　 0.5　

65 ～ 69 歳 391 22.3　 49.9　 72.1　 27.1▲ 23.5　 3.6▲ 0.8　

70 ～ 74 歳 448 16.1　 46.4　 62.5　 35.9　 29.2　 6.7　 1.6　

75 ～ 79 歳 353 16.7　 47.3　 64.0　 34.0　 26.3　 7.6　 2.0　

80 ～ 84 歳 243 17.3　 42.0▲ 59.3▲ 40.7　 32.9　 7.8　 -  

85 ～ 89 歳 113 16.8　 38.1▲ 54.9▲ 45.1　 36.3　 8.8　 -  

90 歳 以 上 40 15.0　 37.5　 52.5　 47.5　 25.0　 22.5　 -  

全 体

性
別

本
人
年
齢
別
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世帯年収別にみると、大きな差はみられない。（図表Ⅵ－32） 

<図表 Ⅵ-32> 自分が要介護状態になることへの経済的不安〔世帯年収別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）

Ｎ

と
て
も
不
安

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
安

不
安
感
あ
り

不
安
感
な
し

あ
ま
り
不
安

で
は
な
い

不
安
で
は
な

い 無
回
答

1,965 18.0　 47.9　 65.9　 33.1　 26.8　 6.4　 1.0　

100 万 円 未 満 48 18.8　 50.0　 68.8　 31.3　 25.0　 6.3　 -  

100 ～ 300 万 円 未 満 296 19.3　 45.6　 64.9　 34.8　 28.4　 6.4　 0.3　

300 ～ 500 万 円 未 満 319 15.4　 50.8　 66.1　 32.6　 27.0　 5.6　 1.3　

500 ～ 700 万 円 未 満 115 16.5　 46.1　 62.6　 37.4　 31.3　 6.1　 -  

700 ～ 1,000 万 円 未 満 64 17.2　 45.3　 62.5　 37.5　 32.8　 4.7　 -  

1,000 ～ 1,500 万円 未満 39 -  38.5　 38.5▲ 59.0　 46.2　 12.8　 2.6　

1,500 ～ 2,000 万円 未満 8 -  50.0　 50.0　 37.5　 37.5　 -  12.5　

2,000 万 円 以 上 8 -  25.0　 25.0▲ 75.0　 62.5　 12.5　 -  

全 体

世
帯
年
収
別
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③自分の介護保障の私的準備状況 

介護保障の準備状況を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたはご自身が要介護状態になることに備えて、経済的な準備をしていますか（してきましたか）。準備方法と

して活用したことがあるものを、この中からすべてお答えください。（〇はいくつでも） 

 １ 預貯金 ５ 不動産の売却や賃貸 

２ 生命保険 ６ その他 

３ 損害保険 ７ 準備していない 

４ 共済   
 

 

その結果、「準備している」が77.3％となっている。具体的な準備状況としては、「預貯金」が64.6％

と最も多く、次いで、「生命保険」が50.2％、「損害保険」が16.1％、「共済」が10.9％の順となって

いる。「準備していない」は21.4％となっている。 

前回と比較すると、「預貯金」が4.3ポイント増加している。（図表Ⅵ－33） 

<図表 Ⅵ-33>自分の介護保障の私的準備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

預貯金

生命保険

損害保険

共済

不動産の売却や賃貸

その他

準備していない

無回答

64.6

50.2

16.1

10.9

7.9

1.4

21.4

1.3

60.3

50.1

15.9

10.8

6.7

1.2

21.3

2.6

0 20 40 60 80 100

2023年（N：2,084）

2020年（N：2,083）

（複数回答、単位：％）

準備している

2023年 77.3

2020年 76.1
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性別にみると、「準備している」は、女性の方が男性より高くなっている。具体的な準備状況として

は、「損害保険」「不動産の売却や賃貸」は、男性の方が女性より高くなっている。 

年齢別にみると、「預貯金」は、90 歳以上で 77.6％と最も高くなっている。「生命保険」は 60～64

歳で58.7％と最も高く、高い年齢層ほど低くなっている傾向がみられる。「損害保険」「共済」は、い

ずれも70～74歳で最も高く、以降、高い年齢層ほど低くなっている傾向がみられる。（図表Ⅵ－34） 

<図表 Ⅵ-34> 自分の介護保障の私的準備状況〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯年収別にみると、「準備している」は、300～500 万円未満層で高くなっている。具体的な準備

としては、「預貯金」は300～500万円未満の層で、「生命保険」は300～700万円未満の層で、「損害保

険」は500～700万円未満の層で、「不動産の売却や賃貸」は700～1,000万円未満層で、それぞれ高く

なっている。（図表Ⅵ－35） 

<図表 Ⅵ-35> 自分の介護保障の私的準備状況〔世帯年収別〕 

 

 
  

（複数回答、単位：％）

Ｎ

預
貯
金

生
命
保
険

損
害
保
険

共
済

不
動
産
の
売
却
や

賃
貸

そ
の
他

準
備
し
て
い
る

準
備
し
て
い
な
い

無
回
答

2,084 64.6　 50.2　 16.1　 10.9　 7.9　 1.4　 77.3　 21.4　 1.3　

男 性 996 62.4　 49.3　 18.6　 12.0　 9.8　 2.3　 74.9▲ 24.4　 0.7▲

女 性 1,088 66.5　 51.0　 13.9▲ 9.9　 6.1▲ 0.6▲ 79.4　 18.8▲ 1.8　

60 ～ 64 歳 380 60.3　 58.7　 15.8　 11.3　 6.6　 1.3　 76.8　 23.2　 -  

65 ～ 69 歳 400 62.8　 52.3　 16.3　 11.5　 6.8　 1.0　 76.5　 23.0　 0.5　

70 ～ 74 歳 463 68.0　 53.3　 20.3　 15.8　 8.9　 0.9　 79.5　 18.8　 1.7　

75 ～ 79 歳 369 63.7　 49.6　 17.1　 12.5　 9.5　 1.6　 78.3　 19.8　 1.9　

80 ～ 84 歳 273 65.2　 44.3▲ 13.2　 4.4▲ 6.6　 2.2　 75.5　 22.7　 1.8　

85 ～ 89 歳 141 66.0　 34.8▲ 10.6　 5.0▲ 10.6　 2.8　 72.3　 24.1　 3.5　

90 歳 以 上 58 77.6　 24.1▲ 5.2▲ 1.7▲ 5.2　 1.7　 81.0　 19.0　 -  

全 体

性
別

本
人
年
齢
別

（複数回答、単位：％）

Ｎ

預
貯
金

生
命
保
険

損
害
保
険

共
済

不
動
産
の
売
却
や

賃
貸

そ
の
他

準
備
し
て
い
る

準
備
し
て
い
な
い

無
回
答

2,084 64.6　 50.2　 16.1　 10.9　 7.9　 1.4　 77.3　 21.4　 1.3　

100 万 円 未 満 52 50.0▲ 30.8▲ 3.8▲ 7.7　 1.9　 1.9　 63.5▲ 32.7　 3.8　

100 ～ 300 万 円 未 満 329 61.7　 44.1▲ 11.6▲ 13.4　 5.8　 0.9　 73.9　 26.1　 -  

300 ～ 500 万 円 未 満 328 74.1　 60.1　 16.2　 10.7　 5.5　 2.4　 86.6　 13.4▲ -  

500 ～ 700 万 円 未 満 118 72.9　 64.4　 28.0　 11.9　 11.9　 2.5　 83.9　 16.1　 -  

700 ～ 1,000 万 円 未 満 65 70.8　 58.5　 21.5　 13.8　 23.1　 3.1　 84.6　 13.8　 1.5　

1,000 ～ 1,500 万円 未満 39 82.1　 66.7　 25.6　 15.4　 23.1　 -  92.3　 7.7▲ -  

1,500 ～ 2,000 万円 未満 8 87.5　 62.5　 37.5　 12.5　 25.0　 -  87.5　 12.5　 -  

2,000 万 円 以 上 8 75.0　 62.5　 12.5　 -  12.5　 -  87.5　 12.5　 -  

全 体

世
帯
年
収
別
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 親の介護の有無 
親の介護の有無を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたのご両親は、介護を受けたことがありますか。 

 １ ある ２ ない 
（前問で「ある」と答えた方へ）介護の時期についてお答えください。 
１ 現在、介護を受けている ２ 過去に介護を受けていた 

 
 

その結果、「ある」（“現在、介護を受けている”と“過去に介護を受けていた”の回答の合計）は

51.6％、「ない」は46.9％となっている。（図表Ⅵ－36） 

<図表 Ⅵ-36> 親の介護の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、特に差はみられない。 

年齢別にみると、「ある」は60～69歳の層で6割台半ばと高く、高い年齢層ほど低くなっている傾

向がみられる。（図表Ⅵ－37） 

<図表 Ⅵ-37> 親の介護の有無〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.5 41.1 46.9 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N：2,084）

現在、介護を

受けている

過去に介護を

受けていた

ない 無回答

(51.6)

ある

（単位：％）

Ｎ

あ
る

現
在
、

介
護
を

受
け
て
い
る

過
去
に
介
護
を

受
け
て
い
た

な
い

無
回
答

2,084 51.6　 10.5　 41.1　 46.9　 1.4　

男 性 996 51.1　 11.3　 39.8　 47.4　 1.5　

女 性 1,088 52.1　 9.7　 42.4　 46.5　 1.4　

60 ～ 64 歳 380 66.6　 28.4　 38.2　 33.4▲ -  

65 ～ 69 歳 400 65.0　 16.0　 49.0　 34.5▲ 0.5　

70 ～ 74 歳 463 59.2　 7.3▲ 51.8　 38.7▲ 2.2　

75 ～ 79 歳 369 42.8▲ 2.4▲ 40.4　 55.3　 1.9　

80 ～ 84 歳 273 27.5▲ 1.5▲ 26.0▲ 71.1　 1.5　

85 ～ 89 歳 141 27.0▲ -  27.0▲ 69.5　 3.5　

90 歳 以 上 58 31.0▲ -  31.0　 65.5　 3.4　

全 体

性
別

本
人
年
齢
別
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世帯年収別にみると、「ある」は、300～1,000万円未満の層で高くなっている。（図表Ⅵ－38） 

<図表 Ⅵ-38> 親の介護の有無〔世帯年収別〕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（単位：％）

Ｎ

あ
る

現
在
、

介
護
を

受
け
て
い
る

過
去
に
介
護
を

受
け
て
い
た

な
い

無
回
答

2,084 51.6　 10.5　 41.1　 46.9　 1.4　

100 万 円 未 満 52 44.2　 7.7　 36.5　 55.8　 -  

100 ～ 300 万 円 未 満 329 48.3　 7.6　 40.7　 51.4　 0.3　

300 ～ 500 万 円 未 満 328 58.5　 11.0　 47.6　 41.5▲ -  

500 ～ 700 万 円 未 満 118 68.6　 17.8　 50.8　 31.4▲ -  

700 ～ 1,000 万 円 未 満 65 67.7　 16.9　 50.8　 30.8▲ 1.5　

1,000 ～ 1,500 万円 未満 39 56.4　 28.2　 28.2　 41.0　 2.6　

1,500 ～ 2,000 万円 未満 8 25.0　 12.5　 12.5　 75.0　 -  

2,000 万 円 以 上 8 62.5　 12.5　 50.0　 37.5　 -  

全 体

世
帯
年
収
別
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４． 遺族保障 

 自身が万一の際の経済的不安 
自分が万一の際の経済的不安を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたはご自身の万一の際の、残されたご家族の生活に経済的な不安がありますか。 

 １ とても不安 

 ２ どちらかといえば不安 

 ３ あまり不安ではない 

 ４ 不安ではない 

  

 

その結果、「不安感あり」（“とても不安”と“どちらかといえば不安”の回答の合計）は 43.6％と

なっている。「不安感なし」（“あまり不安ではない”と“不安ではない”の回答の合計）は55.2％で、

「不安感なし」の方が11.6ポイント上回っている。 

前回と比較すると、特に差はみられない。（図表Ⅵ－39） 

<図表 Ⅵ-39> 自身が万一の際の経済的不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、「不安感あり」は男性の方が女性より高くなっている。 

年齢別にみると、「不安感あり」は 60～69 歳の層で高く、高い年齢層ほど低くなっている。一方、

「不安感なし」は、高い年齢層ほど高くなっている。（図表Ⅵ－40） 

<図表 Ⅵ-40> 自身が万一の際の経済的不安〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.8

10.7

31.8

31.2

37.5

37.3

17.7

19.2

1.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年

（N：2,084）

2020年

（N：2,083）

とても不安 どちらかと

いえば不安

あまり不安

ではない

不安ではない 無回答

(43.6) (55.2)

(41.9) (56.5)

不安感あり 不安感なし

（単位：％）

Ｎ

と
て
も
不
安

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
安

不
安
感
あ
り

不
安
感
な
し

あ
ま
り
不
安

で
は
な
い

不
安
で
は
な

い 無
回
答

2,084 11.8　 31.8　 43.6　 55.2　 37.5　 17.7　 1.2　

男 性 996 14.6　 33.9　 48.5　 50.5▲ 35.5　 15.0▲ 1.0　

女 性 1,088 9.3▲ 29.9▲ 39.2▲ 59.5　 39.3　 20.1　 1.4　

60 ～ 64 歳 380 11.6　 37.6　 49.2　 50.3▲ 33.4　 16.8　 0.5　

65 ～ 69 歳 400 14.8　 33.8　 48.5　 51.3　 36.5　 14.8　 0.3　

70 ～ 74 歳 463 10.6　 33.7　 44.3　 54.2　 38.7　 15.6　 1.5　

75 ～ 79 歳 369 9.5　 31.2　 40.7　 57.2　 38.2　 19.0　 2.2　

80 ～ 84 歳 273 15.0　 25.6▲ 40.7　 58.6　 42.1　 16.5　 0.7　

85 ～ 89 歳 141 9.9　 23.4▲ 33.3▲ 63.8　 38.3　 25.5　 2.8　

90 歳 以 上 58 6.9　 19.0▲ 25.9▲ 72.4　 34.5　 37.9　 1.7　

全 体

性
別

本
人
年
齢
別
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世帯年収別にみると、300～500 万円未満層で「とても不安」が低く、「あまり不安ではない」が高

くなっている。（図表Ⅵ－41） 

<図表 Ⅵ-41> 自身が万一の際の経済的不安〔世帯年収別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

Ｎ

と
て
も
不
安

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
安

不
安
感
あ
り

不
安
感
な
し

あ
ま
り
不
安

で
は
な
い

不
安
で
は
な

い 無
回
答

2,084 11.8　 31.8　 43.6　 55.2　 37.5　 17.7　 1.2　

100 万 円 未 満 52 13.5　 32.7　 46.2　 53.8　 32.7　 21.2　 -  

100 ～ 300 万 円 未 満 329 13.7　 28.6　 42.2　 56.2　 35.6　 20.7　 1.5　

300 ～ 500 万 円 未 満 328 7.9▲ 33.8　 41.8　 57.9　 43.9　 14.0　 0.3　

500 ～ 700 万 円 未 満 118 13.6　 36.4　 50.0　 50.0　 37.3　 12.7　 -  

700 ～ 1,000 万 円 未 満 65 15.4　 29.2　 44.6　 55.4　 36.9　 18.5　 -  

1,000 ～ 1,500 万円 未満 39 5.1　 12.8▲ 17.9▲ 82.1　 48.7　 33.3　 -  

1,500 ～ 2,000 万円 未満 8 -  12.5　 12.5　 87.5　 50.0　 37.5　 -  

2,000 万 円 以 上 8 -  -  -  100.0　 87.5　 12.5　 -  

全 体

世
帯
年
収
別
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 遺族保障の私的準備状況 
遺族保障の準備状況を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたはご自身の万一の際の、残されたご家族の生活に備えて、経済的な準備をしていますか（してきましたか）。

準備方法として活用したことがあるものを、この中からすべてお答えください。（〇はいくつでも） 

 １ 預貯金 ５ 不動産の売却や賃貸 

２ 生命保険 ６ その他 

３ 損害保険 ７ 準備していない 

４ 共済   
 

 

その結果、「準備している」が76.7％となっている。具体的な準備状況としては、「預貯金」が60.7％

と最も多く、次いで、「生命保険」の 53.0％が 5 割以上となっている。以下、「不動産の売却や賃貸」

が14.3％、「損害保険」が14.0％、「共済」が10.0％の順となっている。「準備していない」は21.7％

となっている。 

前回と比較すると、「準備している」が3.6ポイント増加している。具体的な準備状況として、「預

貯金」が3.6ポイント、「不動産の売却や賃貸」が2.6ポイント、いずれも増加している。（図表Ⅵ－

42） 

<図表 Ⅵ-42> 遺族保障の私的準備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

預貯金

生命保険

不動産の売却や賃貸

損害保険

共済

その他

準備していない

無回答

60.7

53.0

14.3

14.0

10.0

1.7

21.7

1.6

57.1

51.0

11.7

12.1

9.4

1.2

24.1

2.8

0 20 40 60 80 100

（複数回答、単位：％）

準備している

2023年 76.7

2020年 73.1

2023年（N：2,084）

2020年（N：2,083）
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性別にみると、「不動産の売却や賃貸」「損害保険」「共済」は、男性の方が女性より高くなっている。 

年齢別にみると、「預貯金」が年齢による差がない一方、「生命保険」は 60～64 歳で 62.9％と最も

高く、高い年齢層ほど低くなっている傾向がみられる。「不動産の売却や賃貸」は、75～79歳と85～

89歳で高くなっている。「損害保険」「共済」は70～74歳で最も高く、以降、高い年齢層ほど低くなっ

ている傾向がみられる。（図表Ⅵ－43） 

<図表 Ⅵ-43> 遺族保障の私的準備状況〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯年収別にみると、「準備している」は 300 万円未満の低収入層で低く、300～700 万円未満の層

で高くなっている。具体的な準備状況としては、「預貯金」は300～700万円未満の層で、「生命保険」

は300～1,000万円未満の層で、「不動産の売却や賃貸」「損害保険」は500～1,000万円未満の層で、

それぞれ高くなっている。（図表Ⅵ－44） 

<図表 Ⅵ-44> 遺族保障の私的準備状況〔世帯年収別〕 

 

 

（複数回答、単位：％）

Ｎ

預
貯
金

生
命
保
険

不
動
産
の
売
却
や

賃
貸

損
害
保
険

共
済

そ
の
他

準
備
し
て
い
る

準
備
し
て
い
な
い

無
回
答

2,084 60.7　 53.0　 14.3　 14.0　 10.0　 1.7　 76.7　 21.7　 1.6　

男 性 996 61.9　 53.7　 17.1　 17.8　 11.8　 2.5　 77.7　 21.2　 1.1　

女 性 1,088 59.7　 52.4　 11.7▲ 10.6▲ 8.4▲ 0.9▲ 75.8　 22.2　 2.0　

60 ～ 64 歳 380 58.9　 62.9　 10.3▲ 11.3　 9.7　 1.3　 78.4　 20.8　 0.8　

65 ～ 69 歳 400 59.5　 55.0　 14.8　 16.0　 11.3　 1.3　 76.5　 22.8　 0.8　

70 ～ 74 歳 463 64.1　 54.0　 14.5　 18.4　 14.7　 0.9　 78.2　 20.1　 1.7　

75 ～ 79 歳 369 58.8　 54.2　 17.6　 14.1　 10.8　 2.4　 77.2　 20.6　 2.2　

80 ～ 84 歳 273 61.5　 45.4▲ 12.5　 10.3　 4.4▲ 2.6　 75.1　 23.4　 1.5　

85 ～ 89 歳 141 61.0　 38.3▲ 19.9　 11.3　 5.0▲ 3.5　 73.8　 22.7　 3.5　

90 歳 以 上 58 62.1　 31.0▲ 8.6　 6.9　 -  -  67.2　 29.3　 3.4　

全 体

性
別

本
人
年
齢
別

（複数回答、単位：％）

Ｎ

預
貯
金

生
命
保
険

不
動
産
の
売
却
や

賃
貸

損
害
保
険

共
済

そ
の
他

準
備
し
て
い
る

準
備
し
て
い
な
い

無
回
答

2,084 60.7　 53.0　 14.3　 14.0　 10.0　 1.7　 76.7　 21.7　 1.6　

100 万 円 未 満 52 48.1　 32.7▲ 7.7　 1.9▲ 5.8　 1.9　 65.4▲ 32.7　 1.9　

100 ～ 300 万 円 未 満 329 54.7▲ 44.7▲ 11.9　 10.6　 10.3　 0.9　 70.2▲ 28.9　 0.9　

300 ～ 500 万 円 未 満 328 72.0　 64.6　 11.3　 14.3　 11.6　 2.7　 85.4　 14.6▲ -  

500 ～ 700 万 円 未 満 118 74.6　 66.1　 22.9　 23.7　 11.9　 2.5　 89.0　 11.0▲ -  

700 ～ 1,000 万 円 未 満 65 69.2　 72.3　 30.8　 23.1　 16.9　 3.1　 84.6　 13.8　 1.5　

1,000 ～ 1,500 万円 未満 39 84.6　 59.0　 30.8　 23.1　 10.3　 2.6　 89.7　 10.3　 -  

1,500 ～ 2,000 万円 未満 8 87.5　 62.5　 25.0　 37.5　 12.5　 -  87.5　 12.5　 -  

2,000 万 円 以 上 8 62.5　 62.5　 25.0　 -  -  -  75.0　 25.0　 -  

全 体

世
帯
年
収
別
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５． しておけばよかったと思う保障準備 

しておけばよかったと思う保障準備を捉えるため、以下のように尋ねた。 

あなたは、今振り返って、経済的な準備を（もっと）しておけばよかったと思うものはありますか。この中からす

べてお答えください。（〇はいくつでも） 

 １ あなたの退職後の生活資金に関する準備 

２ あなたの病気・ケガに関する準備 

３ あなたご自身の介護に関する準備 

４ あなたのご両親の介護に関する準備 

５ あなたの万一の際の、残されたご家族の生活資金に関する準備 

６ その他 

７ 特にない 
 

 

その結果、「特にない」が38.4％を占めている。 

具体的な保障準備としては、「あなたご自身の介護に関する準備」が31.8％と最も多く、次いで「あ

なたの退職後の生活資金に関する準備」が31.2％、「あなたの病気・ケガに関する準備」が29.6％、

「あなたの万一の際の、残されたご家族の生活資金に関する準備」が20.8％の順となっている。 

前回と比較すると、「あなたご自身の介護に関する準備」「あなたの退職後の生活資金に関する準備」

「あなたの病気・ケガに関する準備」は、いずれも増加している。（図表Ⅵ－45） 

<図表 Ⅵ-45> しておけばよかったと思う保障準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あなたご自身の介護に関する準備

あなたの退職後の生活資金に関する準備

あなたの病気・ケガに関する準備

あなたの万一の際の、残された
ご家族の生活資金に関する準備

あなたのご両親の介護に関する準備

その他

特にない

無回答

31.8

31.2

29.6

20.8

4.1

0.9

38.4

1.7

27.9

27.4

25.8

20.7

4.1

0.4

39.8

3.3

0 10 20 30 40 50

2023年（N：2,084）
2020年（N：2,083）

（複数回答、単位：％）
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性別にみると、「あなたの退職後の生活資金に関する準備」「あなたの万一の際の、残されたご家族

の生活資金に関する準備」「あなたのご両親の介護に関する準備」は、男性の方が女性より高くなって

いる。一方、「あなたご自身の介護に関する準備」は、女性の方が男性を上回っている。 

年齢別にみると、「あなたの退職後の生活資金に関する準備」は60～69歳の層で高く、高い年齢層

ほど低くなっている傾向がみられる。また、「あなたのご両親の介護に関する準備」も、高い年齢層ほ

ど低くなっている傾向がみられる。「特にない」は、80～84歳で高くなっている。（図表Ⅵ－46） 

<図表 Ⅵ-46> しておけばよかったと思う保障準備〔性別・年齢別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯年収別にみると、「あなたの退職後の生活資金に関する準備」は、300～500万円未満層と700～

1,000万円未満層で高くなっている。「あなたの万一の際の、残されたご家族の生活資金に関する準備」

は、700～1,000万円未満層で高くなっている。「あなたのご両親の介護に関する準備」は、500～1,000

万円未満の層で高くなっている。（図表Ⅵ－47） 

<図表 Ⅵ-47> しておけばよかったと思う保障準備〔世帯年収別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答、単位：％）

Ｎ

あ
な
た
ご
自
身
の
介
護
に

関
す
る
準
備

あ
な
た
の
退
職
後
の
生
活

資
金
に
関
す
る
準
備

あ
な
た
の
病
気
・
ケ
ガ
に

関
す
る
準
備

あ
な
た
の
万
一
の
際
の
、

残
さ
れ
た
ご
家
族
の
生
活

資
金
に
関
す
る
準
備

あ
な
た
の
ご
両
親
の
介
護

に
関
す
る
準
備

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,084 31.8　 31.2　 29.6　 20.8　 4.1　 0.9　 38.4　 1.7　

男 性 996 29.5▲ 35.9　 29.9　 27.5　 5.5　 0.7　 37.8　 1.1　

女 性 1,088 33.9　 26.9▲ 29.3　 14.7▲ 2.8▲ 1.1　 39.1　 2.2　

60 ～ 64 歳 380 29.5　 42.9　 27.9　 20.5　 10.5　 0.8　 35.3　 -  

65 ～ 69 歳 400 31.3　 38.0　 27.5　 18.0　 5.5　 1.8　 35.3　 0.3▲

70 ～ 74 歳 463 31.5　 33.7　 31.1　 23.8　 3.0　 0.4　 35.6　 1.7　

75 ～ 79 歳 369 32.8　 24.1▲ 32.8　 20.9　 1.1▲ 0.5　 42.0　 2.4　

80 ～ 84 歳 273 33.7　 18.7▲ 31.1　 19.8　 1.5▲ 1.1　 44.0　 2.9　

85 ～ 89 歳 141 35.5　 19.9▲ 29.1　 20.6　 0.7▲ 1.4　 43.3　 3.5　

90 歳 以 上 58 29.3　 20.7　 17.2▲ 24.1　 -  -  43.1　 6.9　

全 体

性
別

本
人
年
齢
別

（複数回答、単位：％）

Ｎ

あ
な
た
ご
自
身
の
介
護
に

関
す
る
準
備

あ
な
た
の
退
職
後
の
生
活

資
金
に
関
す
る
準
備

あ
な
た
の
病
気
・
ケ
ガ
に

関
す
る
準
備

あ
な
た
の
万
一
の
際
の
、

残
さ
れ
た
ご
家
族
の
生
活

資
金
に
関
す
る
準
備

あ
な
た
の
ご
両
親
の
介
護

に
関
す
る
準
備

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,084 31.8　 31.2　 29.6　 20.8　 4.1　 0.9　 38.4　 1.7　

100 万 円 未 満 52 34.6　 25.0　 36.5　 13.5　 -  -  42.3　 -  

100 ～ 300 万 円 未 満 329 33.1　 30.7　 29.5　 19.5　 2.7　 -  37.7　 1.2　

300 ～ 500 万 円 未 満 328 33.2　 36.3　 27.1　 24.1　 3.4　 0.6　 35.4　 0.3▲

500 ～ 700 万 円 未 満 118 27.1　 32.2　 30.5　 15.3　 8.5　 1.7　 40.7　 1.7　

700 ～ 1,000 万 円 未 満 65 30.8　 43.1　 24.6　 30.8　 9.2　 -  36.9　 -  

1,000～ 1,500 万円 未満 39 12.8▲ 10.3▲ 2.6▲ 10.3　 7.7　 -  66.7　 2.6　

1,500～ 2,000 万円 未満 8 12.5　 -  37.5　 37.5　 -  -  50.0　 -  

2,000 万 円 以 上 8 12.5　 -  -  -  12.5　 -  75.0　 -  

全 体

世
帯
年
収
別
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